
5

後
発
医
薬
品
の
普
及
と

子
育
て
支
援
の
実
施
を
求
め
る

山
田
　
伸
之
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

新
薬
と
比
べ
安
価
な
こ

と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
後
発
医

薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
の
普
及
に
つ
い
て
、
両

津
、
相
川
各
市
立
病
院
に
お
い

て
①
扱
っ
て
い
る
後
発
医
薬
品

の
品
目
数
②
数
量
シ
ェ
ア
の
目

標
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
24
年

12
月
31
日
現
在
で
、
両
津
病
院

は
①
47
（
全
体
の
5.3
％
）
②
30

％
。
相
川
病
院
は
①
99
（
全
体

の
13
・
１
％
）
②
30
％
以
上
。

　
　
　

現
在
あ
ま
り
進
ん
で
い

な
い
後
発
医
薬
品
の
導
入
を
、

市
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

っ
て
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

導
入
を
進
め
て
い
く
の

が
病
院
の
方
針
で
あ
り
、
院
長

と
詰
め
て
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

　
　
　

平
成
25
年
度
当
初
予
算

案
に
は
、
少
子
化
対
策
・
子
育

て
支
援
の
新
規
事
業
が
見
受
け

ら
れ
な
い
。
現
場
の
声
を
十
分

に
反
映
し
て
、
子
育
て
支
援
計

画
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か

ら
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
間

の
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
。
平
成
25
年
度

に
真
剣
に
検
討
し
、
26
年
度
に

事
業
化
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
。

　
　
　

子
ど
も
が
具
体
的
な
目

標
を
持
ち
、
意
欲
的
に
学
習
で

き
る
よ
う
、
さ
ら
に
教
師
が
子

ど
も
の
学
力
向
上
に
責
任
を
持

つ
た
め
に
も
、
小
学
校
各
学
年

で
漢
字
検
定
・
算
数
検
定
の
受

検
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

こ
の
提
案
に
つ
い
て
は

校
長
会
等
で
問
題
提
起
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
教
育
委
員
会
も

一
緒
に
検
討
す
る
。

　
　
　

現
在
の
佐
渡
汽
船
の
運

賃
に
つ
い
て
。
市
長
は
妥
当

か
、
は
た
ま
た
高
い
と
考
え
る

か
。

　
　
　

他
と
比
較
し
て
、
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
に
は
大
き
な
差
は
な

い
が
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
は

高
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し

た
。
佐
渡
汽
船
に
対
し
て
は
、

佐
渡
の
会
社
で
あ
り
、
こ
の
点

を
強
く
申
し
入
れ
す
る
。

佐
渡
病
院
通
院
等
を
軸
と
し
た

佐
渡
の
活
性
化
の
た
め
公
共
交
通
政
策
を
策
定
せ
よ

大
森
　
幸
平
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

佐
渡
市
は
次
の
４
点
を

考
慮
し
た
交
通
政
策
を
策
定
す

べ
き
。

 

（
１
）社
会
基
盤
施
設
と
し
て

　
　
　

充
実
す
べ
き

 

（
２
）高
齢
者
や
障
害
者
に
優

　
　
　

し
い
ま
ち
づ
く
り

 

（
３
）暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

　
　
　

く
り
に

 

（
４
）に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ

　
　
　

く
り
に

　
　
　

指
摘
の
４
点
は
地
域
公

共
交
通
の
本
来
の
目
的
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
立
場

で
の
市
民
の
生
活
の
視
点
、
交

流
人
口
の
拡
大
等
地
域
の
活
性

化
の
視
点
、
交
通
弱
者
の
日
常

生
活
を
支
え
る
足
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
取
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

高
齢
者
が
通
院
等
で
や

む
な
く
自
家
用
車
を
使
用
し
、

被
害
者
、
加
害
者
に
な
っ
て
い

る
。
本
庁
舎
増
設
の
検
討
に
入

っ
た
今
こ
そ
、
佐
渡
市
の
公
共

交
通
を
し
っ
か
り
確
立
せ
よ
。

　
　
　

公
共
交
通
体
系
と
い
う

の
は
必
要
で
あ
り
、
佐
渡
総
合

病
院
を
基
軸
と
し
た
通
院
し
や

す
い
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　

行
政
改
革
課
主
管
の
行

革
推
進
本
部
に
お
い
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
人
、
支
所

５
人
、
そ
の
他
の
課
10
％
削
減

を
決
定
し
た
と
聞
く
が
事
実
か
。

　
　
　
　
　
　

指
摘
の
と
お

り
。

　
　
　

市
長
、
副
市
長
も
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

指
摘
の
と
お

り
。

　
　
　

支
所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
地
域
を
発
展
さ
せ

る
核
と
し
て
、
地
域
支
援
係
を

設
置
し
て
地
域
の
要
望
の
仕
組

み
を
統
一
し
、
受
付
か
ら
回
答

ま
で
支
所
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
で
き
る
よ

う
に
し
、
地
域
予
算
も
つ
け
る

と
12
月
議
会
で
表
明
し
た
が
こ

の
考
え
方
に
変
わ
り
は
な
い

か
。

　
　
　

い
さ
さ
か
も
変
わ
っ
て

い
な
い
。

　
　
　

市
長
、
副
市
長
が
同
席

し
た
会
議
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
２
人
等
の
削
減
を

認
め
る
な
ど
と
は
矛
盾
し
て
い

る
。
一
般
市
民
は
市
長
を
信
用

で
き
な
い
と
怒
り
の
声
が
出
て

い
る
。
ど
う
思
う
か
。

　
　
　

支
所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
約
束
し
て
い
る
。
行
革
推
進

本
部
の
中
で
決
定
を
し
た
と
い

っ
て
も
、
そ
れ
は
、
推
進
本
部

全
体
の
話
で
あ
っ
て
、
後
で
入

っ
て
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
人
数
を
申

し
上
げ
る
つ
も
り
は
な
い
。

佐渡市議会だより第36号

両
津
病
院
管
理
部
長

教
育
長

質 

問

質 

問
質 

問

市 

長

市 

長
市 

長

質 

問
質 

問

行
政
改
革
課
長

行
政
改
革
課
長

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

質 

問

質 

問

市 

長

市 

長

市 

長
市 

長
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施
政
方
針
に
よ
る
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

坂
下
　
善
英
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

施
政
方
針
に
よ
る
と
、

着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
や
教

育
旅
行
誘
致
の
た
め
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
進
め
る
と
あ

る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
　
　

着
地
型
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
本
年
は
、
前
日
や
当
日
申

し
込
め
る
プ
ラ
ン
を
大
き
く
取

り
上
げ
、
利
用
実
績
の
な
い
も

の
は
廃
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
旅
行
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

や
教
育
旅
行
を
踏
ま
え
る
と
体

験
ツ
ア
ー
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
に
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
あ
る
が
、
佐
渡

農
山
村
体
験
協
議
会
と
連
携

し
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
入

れ
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
取

組
ん
で
い
く
。

　
　
　

観
光
の
も
て
な
し
と
し

て
い
か
に
地
場
産
食
材
を
提
供

で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

が
、
供
給
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　

供
給
可
能
野
菜

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
生
産
者

か
ら
ホ
テ
ル
等
へ
の
直
売
仕
組

み
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
牛

肉
に
つ
い
て
は
、
農
協
と
協
議

を
行
い
、
今
年
か
ら
新
た
に
一

部
の
ホ
テ
ル
に
提
供
す
る
。

　
　
　

航
路
対
策
事
業
に
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
乗
用
車
航
送

事
業
、
バ
ス
貸
切
航
送
割
引
支

援
事
業
、
島
内
貸
切
バ
ス
割
引

支
援
事
業
内
容
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　

佐
渡
汽
船
が
行

う
小
木
・
直
江
津
航
路
の
乗
用

車
航
送
の
割
引
は
、
６
月
の
土

日
祝
日
出
発
限
定
で
出
発
地
は

問
わ
ず
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬

の
全
日
往
復
９
９
０
０
円
と
し

て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

バ
ス
に
つ
い
て
は
県
・
上
越

市
・
佐
渡
市
の
３
者
連
携
事
業

で
現
在
あ
る
割
引
を
拡
充
し
、

関
西
発
ツ
ア
ー
の
拡
大
を
図
る

目
的
で
４
月
〜
11
月
を
予
定
し

て
い
る
。
島
内
バ
ス
貸
切
支
援

は
、
新
潟
交
通
佐
渡
が
行
う
小

木
・
直
江
津
航
路
利
用
の
15
人

以
上
の
団
体
ツ
ア
ー
の
割
引
を

拡
大
す
る
も
の
で
、
７
月
〜
３

月
ま
で
実
施
す
る
。
乗
車
人
員

に
応
じ
て
補
助
す
る
も
の
で
あ

る
。

本
庁
舎
の
繕
り
普
請
は
い
か
が
な
も
の
か

金
光
　
英
晴
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

上
水
道
・
簡
易
水
道
の

統
合
と
料
金
の
見
通
し
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
ま
で
に
市

内
全
て
の
簡
易
水
道
を
経
営
統

合
し
、
佐
渡
市
上
水
道
事
業
を

目
指
し
て
い
る
。
佐
渡
市
の
地

理
的
な
条
件
等
で
統
合
に
よ
る

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で

き
な
い
、
さ
ら
に
人
口
の
減
少

等
で
採
算
性
が
悪
化
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
平
成
27
年
度
に
基

本
料
金
を
３
０
０
円
増
の
料
金

改
定
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

佐
渡
市
と
同
じ
年
に
合

併
し
、
同
じ
離
島
の
長
崎
県
対

馬
市
の
基
本
料
金
（
10
㎥
）
は

簡
水
が
１
６
０
０
円
、
上
水
が

１
４
２
０
円
だ
が
、
県
内
他
市

と
の
比
較
は
。

　
　
　
　
　
　

現
在
の
佐
渡
市

の
基
本
料
金
は
１
８
０
０
円
、

標
準
家
庭
（
2.5
〜
３
人
）
の
月

20
㎥
で
は
４
２
８
０
円
に
対

し
、
高
い
の
は
南
魚
沼
市
の
基

本
料
金
、
２
４
１
５
円
、
月
20

㎥
で
は
１
８
２
５
円
。
安
い
の

は
基
本
料
金
で
は
阿
賀
野
市
の

７
３
５
円
、
月
20
㎥
で
は
糸
魚

川
市
の
１
６
３
８
円
。

　
　
　

現
在
、
上
水
・
簡
水
両

会
計
に
一
般
会
計
か
ら
、
料
金

対
策
と
し
て
計
４
億
円
を
繰
り

入
れ
て
い
る
が
、
な
く
な
る
と

い
く
ら
上
が
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
の
給
水
栓

２
万
５
０
０
０
栓
で
計
算
す
る

と
１
６
０
０
円
上
が
る
。

　
　
　

合
併
特
例
が
終
わ
り
、

交
付
税
が
減
っ
て
も
繰
り
入
れ

は
可
能
か
。

　
　
　
　

縮
減
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

来
年
４
月
に
は
消
費
税

が
上
が
る
。
原
発
停
止
に
よ
る

電
気
料
の
値
上
げ
申
請
も
さ
れ

て
い
る
。
佐
渡
市
の
国
保
税
も

平
成
27
年
度
ま
で
大
幅
に
値
上

が
り
が
続
き
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
も
余
儀
な
い
状
況
で
市
民

の
負
担
は
益
々
厳
し
く
な
る
。

本
庁
舎
の
増
築
を
検
討
す
る
と

の
こ
と
だ
が
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
の
本
庁
舎
を
活
か

し
な
が
ら
、
必
要
最
小
限
の
建

設
の
方
向
で
検
討
を
指
示
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

つ
づ
く

ぶ
し
ん

農
林
水
産
課
長

交
通
政
策
課
長

質 

問
質 

問

質 

問

市 

長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

財
務
課
長

市 

長

市 

長

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
質 

問
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当
初
予
算
の

「
甲
斐
カ
ラ
ー
」
に
つ
い
て
質
す

大
澤
　
祐
治
郎
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

昨
年
秋
に
実
施
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
、
建
設
の
方
針
が
決
定
し
た

新
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
経
費
が
増

え
る
中
で
、
全
く
新
し
い
も
の

を
建
設
す
る
と
い
う
の
は
い
か

が
な
も
の
か
と
い
う
観
点
か

ら
、
全
く
新
し
い
も
の
を
建
設

す
る
の
で
は
な
く
て
、
今
あ
る

も
の
を
活
用
す
る
と
い
う
判
断

を
し
た
。

　
　
　

施
政
方
針
に
お
い
て
、

農
林
水
産
業
振
興
及
び
第
２
創

業
化
支
援
と
い
う
２
つ
の
大
き

な
テ
ー
マ
を
上
げ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　

農
林
水
産
業
に
つ
い
て

は
４
つ
の
新
規
事
業
を
組
ん

だ
。
１
点
目
は
、
１
等
米
比
率

向
上
支
援
事
業
。
１
等
米
が
１

％
上
が
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
約
５
０
０
万
の
所
得
向
上
に

な
る
。
こ
れ
は
何
と
し
て
も
上

げ
て
い
き
た
い
。
２
点
目
は
、

地
産
地
消
の
生
産
拡
大
支
援
事

業
。
生
産
労
働
人
口
の
減
少
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
高
齢
者

や
女
性
の
所
得
を
確
保
し
、
あ

わ
せ
て
１
次
産
業
と
観
光
業
と

の
連
携
を
図
る
。
３
点
目
は
、

地
域
資
源
活
用
調
査
実
証
事
業

で
あ
る
。
竹
の
利
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
、
県
、
大
学
、
企
業

等
々
と
連
携
を
と
り
、
里
山
の

再
生
と
循
環
型
の
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
。
４
点
目

は
、
循
環
型
農
業
実
証
事
業
で

あ
る
。
畜
産
業
を
振
興
し
、
循

環
型
農
法
を
確
立
す
る
。
第
２

創
業
化
支
援
に
つ
い
て
は
、
経

営
の
多
角
化
あ
る
い
は
事
業
転

換
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

く
。
そ
れ
に
よ
り
、
産
業
化
の

生
産
波
及
力
も
高
ま
る
と
考
え

て
い
る
。
新
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
出
て
き
た
芽
を
も
っ
と
大
き

く
す
る
た
め
に
企
業
が
異
業
種

に
参
入
す
る
支
援
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

空
港
問
題
は
早
急
に
解

決
し
て
も
ら
い
た
い
。
い
つ
ご

ろ
ま
で
こ
の
目
途
が
立
つ
か
。

　
　
　

空
港
に
つ
い
て
は
、
人

の
流
れ
や
物
流
等
の
た
め
に
絶

対
に
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

期
限
の
約
束
は
で
き
な
い
が
、

で
き
る
限
り
の
力
で
取
組
む
。

地
域
図
書
館（
室
）は
、

　
知
・
地
域
の
拠
点
で
充
実
存
続
を

中
川
　
直
美
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

地
域
図
書
館（
室
）か
ら

職
員
を
撤
退
さ
せ
無
人
化
す
る

こ
と
は
や
め
る
べ
き
。
知
・
地

域
の
拠
点
と
し
て
充
実
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

予
算
が
厳
し
い
の
で

図
書
館
協
議
会
の
意
見
も
聞

き
、
１
か
所
で
専
門
性
を
高
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

地
域
の
た
め
に
支
所
等

を
存
続
さ
せ
る
が
そ
の
運
営
に

つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
市

民
の
声
を
活
か
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　

各
課
長
が
地
域
に
出
て

声
を
聞
く
の
で
ア
ン
ケ
ー
ト
以

上
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

行
革
を
進
め
る
官
民
協

働
委
員
会
等
の
諮
問
委
員
会
の

会
議
録
は
公
開
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　

会
議
録
は
公
が
基
本
だ

が
、
率
直
な
意
見
が
出
に
く
い

面
も
あ
る
の
で
、
25
年
中
に
検

討
す
る
。

　
　
　

病
院
建
設
や
佐
渡
汽
船

新
造
船
で
も
負
担
を
持
た
な
い

新
潟
県
だ
が
、
合
併
10
年
目
以

降
移
管
さ
れ
る
流
域
下
水
道
は

国
県
が
進
め
て
き
た
経
緯
や
事

業
の
性
格
か
ら
し
て
も
、
県
に

責
任
を
果
た
さ
せ
る
べ
き
。
市

公
共
事
業
は
、
合
併
前
の
水
準

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
賃
金
水

準
の
確
保
す
る
公
契
約
条
例
や

指
針
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

デ
フ
レ
脱
却
に
は
賃
金

を
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
設
計

労
務
単
価
下
落
も
承
知
し
て
い

る
の
で
今
後
検
討
す
る
。
国
に

は
移
管
の
制
度
改
正
、
県
に
は

26
億
円
の
残
債
を
県
が
持
つ
よ

う
に
求
め
て
い
る
。

　
　
　

柏
崎
原
発
は
新
安
全
基

準
の
下
で
再
稼
働
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
策
定
が
い
ら
な
い
30

キ
ロ
圏
外
の
佐
渡
市
の
避
難
計

画
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

福
島
原
発
の
検
証
な
し

に
再
稼
働
は
あ
り
得
な
い
。
避

難
計
画
30
キ
ロ
圏
内
だ
け
で
、

佐
渡
市
は
避
難
の
受
入
れ
地
域

だ
が
、
独
自
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
今
年
度
中
に
作
成
す
る
。

　
　
　

追
加
し
た
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
は
、
下
水
道
加
入
者

を
優
先
に
行
い
、
既
存
加
入
者

等
が
対
象
に
な
ら
な
い
の
は
問

題
。
下
水
道
加
入
促
進
は
、
法

の
定
め
の
よ
う
な
対
応
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

下
水
道
加
入
等
を
優
先

す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
経
済
対

策
と
し
て
事
業
化
し
て
い
る
。

　
　
　

正
規
雇
用
が
前
提
で
私

立
保
育
園
運
営
費
が
支
払
わ
れ

る
の
に
、
非
正
規
雇
用
が
多
い

の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

運
営
費
は
指
摘

の
と
お
り
で
、
今
後
、
正
規
雇

用
化
を
働
き
か
け
て
い
く
。

た
だ

質 

問
質 

問

質 

問

市 

長
市 

長

市 

長

社
会
福
祉
課
長

教
育
長

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

質 
問

市 

長

市 

長

市 

長
市 

長

市 

長
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改
正
離
島
振
興
法
に
つ
い
て

中
川
　
隆
一
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

改
正
離
島
振
興
法
に
つ

い
て
改
正
前
と
改
正
後
の
相
違

点
を
問
う
。

　
　
　

今
回
の
改
正
に
お
い
て

国
の
責
務
が
明
示
さ
れ
た
こ
と

で
、
地
域
間
の
交
流
、
定
住
の

促
進
等
が
明
記
さ
れ
た
ほ
か
、

人
、
物
の
輸
送
費
用
の
低
廉
化

な
ど
の
配
慮
規
定
も
入
っ
て
い

る
。
一
番
大
き
な
違
い
は
実
施

体
制
の
強
化
の
た
め
に
主
務
大

臣
が
３
省
か
ら
７
省
に
広
が
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

離
島
振
興
法
の
中
に
離

島
の
消
費
税
の
減
免
も
し
く
は

据
え
置
き
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
か
。

　
　
　

離
島
振
興
法
の
理
念
は

あ
く
ま
で
本
土
よ
り
離
島
が
よ

く
な
る
と
い
う
こ
と
を
定
め
た

も
の
で
は
な
く
、
同
じ
水
準
に

も
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、
佐
渡
だ
け
特
別
に
消
費
税

を
上
げ
な
い
と
い
う
こ
と
は
お

か
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　

佐
渡
だ
け
特
別
に
５
％

据
え
置
け
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
消
費
税
増
税
前
に
租
税
特

別
措
置
法
（
頻
繁
に
改
正
さ
れ

る
）
の
中
の
第
６
章
、
消
費
税

等
の
特
例
、
第
１
節
、
消
費
税

法
の
特
例
の
中
に
「
離
島
の
消

費
税
率
の
据
え
置
き
」
と
い
う

条
文
を
盛
り
込
め
ば
佐
渡
だ
け

で
な
く
、
有
人
離
島
す
べ
て
が

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
全
国
離
島
振
興
協
議
会
と

も
協
力
し
、
国
に
対
し
て
積
極

的
に
申
し
入
れ
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　
　
　

可
能
で
あ
れ
ば
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
。
私
も
離
島

振
興
協
議
会
の
副
会
長
で
あ

り
、
正
副
会
長
会
議
が
あ
る
の

で
提
案
し
た
い
。

　
　
　

今
年
度
、
佐
渡
汽
船
航

路
の
活
性
化
協
議
会
負
担
金
と

い
う
こ
と
で
大
学
生
等
の
た
め

の
割
引
き
を
し
た
。
学
割
に
つ

い
て
は
佐
渡
汽
船
に
自
前
で
創

設
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
25
年
度
に
反
映
さ
れ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　

６
月
の
議
決
の

翌
日
に
申
し
入
れ
を
し
た
が
、

現
段
階
で
は
や
る
と
い
う
回
答

は
得
て
い
な
い
。
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
た
い
。

合
併
特
例
債
は
１
５
０
億
円
あ
る

　
　
　

市
役
所
は
新
し
く
す
べ
き
だ

加
賀
　
博
昭
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

平
成
23
年
度
「
決
算
委

員
会
報
告
」
の
討
論
で
金
田
議

員
の
「
委
員
会
の
会
議
ル
ー
ル

は
無
視
さ
れ
て
異
常
な
状
態
で

議
会
制
民
主
主
義
の
脅
威
で
残

念
だ
。」と
の
発
言
は
事
実
無
根

で
あ
り
、
加
賀
市
政
報
告
３
４

０
号
で
反
論
し
た
と
こ
ろ
、
赤

泊
の
方
か
ら
電
話
で
、
中
学
校

の
社
会
科
で
教
え
て
い
る
こ
と

で
あ
り
金
田
発
言
は
赤
泊
地
区

の
者
と
し
て
恥
ず
か
し
い
と
言

っ
て
き
た
が
、
教
科
書
は
ど
の

よ
う
に
教
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

社
会
科
の
公
民
に
は

「
憲
法
第
56
条
、
両
院
の
議
事

は
憲
法
に
特
別
の
定
め
の
あ
る

場
合
を
除
き
、
出
席
議
員
の
過

半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同

数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て

地
方
自
治
法
第
１
１
６
条
で
は

出
席
議
員
の
過
半
数
で
決
し
、

可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
の
決

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　

市
長
に
は
決
算
委
員
会

の
審
査
経
過
記
録
を
渡
し
て
あ

る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

こ
の
ペ
ー
パ
ー
を
み
る

限
り
で
は
、
教
育
長
が
答
弁
で

説
明
し
た
内
容
と
合
致
し
て
い

る
。

　
　
　

23
年
度
決
算
の
焦
点
で

あ
っ
た
「
両
津
港
埠
頭
開
発
の

随
意
契
約
」
に
つ
い
て
、
議
会

の
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の

「
意
見
」
は
な
か
っ
た
は
ず
だ

が
、
当
時
の
甲
斐
副
市
長
は
確

認
し
た
の
か
。
ま
た
課
長
は
総

務
文
教
常
任
委
員
会
に
文
書
を

求
め
て
い
る
か
。

　
　
　

課
長
答
弁
で
文
書
は
な

い
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
今
後
は

注
意
す
る
。

　
　
　

市
役
所
本
庁
舎
の
建
設

に
現
在
の
庁
舎
を
利
用
す
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
建
て
て
10
年

で
ま
た
市
役
所
を
建
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
と
き

は
合
併
特
例
債
は
な
い
。
今
な

ら
40
億
円
の
市
役
所
は
13
億
円

の
負
担
で
済
む
と
考
え
る
が
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
住
民
感

情
や
今
後
の
行
政
課
題
を
考
え

て
の
計
画
だ
。

出席議員の過半数で決し、可否同数
のときは、議長が決する
と教科書は教えている

憲法第56条

教科書の記述から

地方自治法　第116条

交
通
政
策
課
長

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
市 

長

市 

長

市 

長

教
育
長

質 

問

質 

問

質 

問
質 

問
市 

長
市 

長

市 

長


